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はじめに 

川崎市⿇⽣区⿊川地域は、都市近郊に位置しながら、⾕⼾⽥や雑⽊林、良好な⽔辺環境や⽔⽥な

など、良好な⾥地⾥⼭の⾵景が保たれている地域です。 

川崎市では、平成 17 年 3 ⽉に農業振興計画『かわさき「農」の新⽣プラン」に基づき、⿊川地域の⿊川

上地区（約 150ha）と⿊川東地区（約 19ha）を農業振興地域に指定しました。また、⿊川地域の良

好な⾃然環境の保全のため、地権者の協⼒のもと、⿊川地域内の約 42ha を特別緑地保全地区に指定

しています。（平成 31 年 3 ⽉現在） 

平成 26 年 3 ⽉には、「神奈川県⾥地⾥⼭の保全、再⽣及び活⽤の促進に関する条例」に基づき、⿊

川地域（約 201.91ha）が神奈川県の「⾥地⾥⼭等保全地域」に選定されました。 

さらに、平成 27 年度には、環境省の「⽣物多様性保全上重要な⾥地⾥⼭」（500 箇所）にも選定さ

れ、次世代に残していくべき⾥地⾥⼭の⼀つであると位置づけられました。 

このように、⿊川地域は、良好な⾥地⾥⼭の⾵景が残る地域として、川崎市のみならず、県や国からも⾼

い評価をされています。しかし、⾥地⾥⼭とは本来、⻑い時間をかけて⼈々が⾃然と寄り添いながらつくりあ

げてきた⾃然環境であり、この⾃然環境を維持していくためには、多様な主体の連携による持続的な保全

活⽤の取り組みが必要です。 

そのため、「⿊川地域 農と環境を活かしたまちづくり」を推進し、多様な担い⼿の関わりや連携によって、

地域の活性化や持続的に⾥地⾥⼭を維持保全していくため、平成 26・27 年度に基本計画及び実施計

画を策定し、平成 28 年度からは実施計画に基づく具体的取り組みを展開してきました。平成 30 年度は

取り組みを実施しながら、この 3 年間の成果を振り返り、各専⾨部会、協議会において今後の取組みにつ

いて議論を重ね、基本計画及び実施計画を改定しました。 
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本書の構成 
本計画書は、「農と環境を活かしたまちづくり」を着実に進めていくため、その担い⼿となる地元農業者・

地域住⺠・⼤学・⾏政等が⽬指すべき将来の姿（⽬標）を共有することを⽬的に、基本計画と実施計
画を⼀体的にとりまとめています。 

 

  平成 26 年度作成 
平成 27 年度・30 年度⼀部整理 

平成 27 年度作成 
平成 30 年度改定 

⽬ 的 
「実施計画」編 「基本計画」編 

対象地 

推進体制 

⽬標 

基本⽅針 

基
本
⽅
針
に
基
づ
く 

実
施
⽅
針 

具体的取り組み 

農産物等研究専⾨部会 

地域活性化検討専⾨部会 

⾥地⾥⼭保全利活⽤専⾨部会 

実施計画の⾒直しにあわせて適宜修正（3 年後を予定） 

「⿊川地域 農と環境を活かしたまちづくり計画書」の構成 
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これまでの取り組みと改定のポイント 

平成 28 年度より本格的実施した「⿊川地域の農と環境を活かしたまちづくり」では、多様な主体との連
携による成果があった。また⼀⽅で、取り組みが進展するとともに新たな課題もでてきたことから、これまでの
取り組みの成果を整理するとともに、改定のポイントを整理した。 

 

１）平成 28 年度〜30 年度の主な成果 

  
成果 

その１ 

⼤学・地元・⾏政の連携体制ができ、多様な取り組みを進めることができた。 

⾥地⾥⼭の資源を活かした新たな取り組みが実施され、地域に周知されてき
た。 成果 

その２ 

成果 
その３ 

協議会の取り組みが発端となって、コラボレーションが発⽣！ 

⾥地⾥⼭の資源を活かし、⾥⼭アートの展⽰や農産物の販売、⽵あんどんづくりワークショ
ップなど、様々な取り組みを実施し、その関⼼度、認知度も⾼まってきた。 

明治⼤学の准教授が開発したアスパラガスの栽培⽅法を 17 名もの⿊川農業者が参加
し、特産品開発を試⾏、また、地元農業者と明治⼤学と連携した収穫体験を企画・実
施するなど、多様な連携体制を構築することができた。 

⿊川の⼦どもたちによる⾥⼭アート作品づくり、マイコンシティの企業による⾥⼭アートを活
かしたイベント開催、⿊川⽵⾏燈の会による企業主催の⾃然観察会への協⼒など、協議
会の取り組みが発端となった様々なコラボレーションが発⽣した。 

⿊川農場で⾷育イベント アスパラガスの実験圃場 地元農家の畑で収穫体験 

シグマ社の写真イベント ⼦供たちとのワークショップ ⼩⽥急電鉄主催イベント 

 

サトヤマアートサンポ 収穫祭での販売 ⽵あんどんづくり 
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２）今後の課題（協議会での意⾒より） 
成果を踏まえ、今後の課題として、主として以下の 4 点があげられた。 

 
①多様な主体が⿊川で⾃主的な活動を⾏っており、協議会以外の活動も⿊川の魅⼒となっている。これ

らの取り組みを継続していく必要がある。 
②⾊々な取り組みが⿊川で展開されているが、他の部会の取り組みや、協議会以外の取り組みを知る

機会が少なく、また、類似している活動もある。 
③実施計画の具体的取り組みの中には、新たなステージに発展し、専⾨部会の枠組みに収まらない活

動もでてきている。 
④実施計画の具体的な取り組みの中には、まだ実現に⾄っていない取り組みもある。 

 
３）改定のポイント 

今後の課題から、以下をポイントに、基本計画、実施計画の内容をそれぞれ改定した。 

 
①⿊川で取り組む多様な主体とさらなる連携を広げていく。 
 →各部会の取り組みの中で、多様な連携（明⼤連携、部会連携、地域連携）を進めていく。 
②協議会の取り組みをより多くの⼈に伝えていく必要があり、また、現状の⽅向性を維持しつつも、多様な

取り組みを包括できる⽅針を設定する。 
 →計画の体系をよりシンプルで分かりやすいものとする。 
③各部会の取り組みだけでなく、協議会全体の取り組みの成果も共有化する。 
 →協議会の成果を皆で共有できる仕組みにする。 
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基本計画編 
 

１．農と環境を活かしたまちづくりの⽬的 
川崎市⿇⽣区⿊川地域は、豊かな緑と農地が残された⾥地⾥⼭の⾯影を残す地域です。しかしなが

ら、良好な環境を持続的に維持保全していくためには、農・緑・地域等に関して様々な課題があります。 
そのため、本取り組みは、この地域が抱える課題を解決しながら活⼒ある地域としていくため、農業者・

地域住⺠・⼤学・⾏政等が連携し、農と環境を活かしたまちづくりを進めることを⽬的としています。 
 
 
 
 
 
 
 

２．対象地 
農と環境を活かしたまちづくりの対象地は、下記の「⾥地⾥⼭保全等地域」を中⼼に、周辺住宅地等と

連携しながら取り組みを進めていきます。 
川崎市⿊川地区 川崎市の北⻄の突端に位置し、周りを多摩市・稲城市・町⽥市に市境を接し、豊

かな緑が残された⾥地⾥⼭の⾯影を残すエリアと整備された良好な住宅地を合
わせ持つエリア 

⾥地⾥⼭保全等地域 神奈川県⾥地⾥⼭の保全、再⽣及び活⽤の促進に関する条例に基づき、選定さ
れた地域 

最寄り駅 京王相模原線若葉台駅または⼩⽥急唐⽊⽥線はるひ野駅・⿊川駅 
近年の変化 平成 20 年に⼤型農産物直売所「セレサモス」の開所  

平成 24 年に明治⼤学⿊川農場の開場 
 
 
  

■⿊川地区が抱える課題 
 地域が抱える課題 

○地域の活性化と増加する来訪
者等への対応、マナー向上 

○農業者、地域住⺠、市⺠ボラ
ンティア、⼤学、周辺企業、市
⺠等との積極的な連携   

農が抱える課題 

○都市農地の保全 
○農家・農業後継者の減少 
○地元農産物の魅⼒づくりや 

付加価値の向上 

緑が抱える課題 

○⾥地⾥⼭環境の持続的な保
全・活⽤と担い⼿の確保  

○⽣物多様性の保全、環境学
習環境の確保 

○農業施策と緑地保全施策の
連携 
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３．推進体制 
多様な担い⼿からなる「⿊川地域連携協議会」を中⼼に、３つの⽅向性を持った「専⾨部会（農産物

等研究専⾨部会・地域活性化検討専⾨部会・⾥地⾥⼭保全利活⽤専⾨部会）」の体制で、引き続き
各専⾨部会において様々な取り組みを試⾏・検証の上、継続的に実施していく内容を検討していきます。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆⿊川地域関係者の連携・相互協⼒を図り、農と環境を活かしたまちづくりを推進 
◆部会間の調整、⿊川地区の農と環境を活かしたまちづくりの⽅針・計画等の承認 
【構成】明治⼤学、明治⼤学⿊川農場、JAセレサ川崎、JAセレサ川崎⽣産組合⿊川⽀部、神奈川県農政部署、⿊川

町会、経済労働局産業振興部、建設緑政局緑政部、⿇⽣区役所、経済労働局農業振興センター(事務局） 

地域活性化検討専⾨部会 

農と⾥⼭環境を通じたイベント等の
実施や認知促進を通じた活性化の
検討・推進 

農産物等研究専⾨部会 

新規農産物や郷⼟農産物の栽培
推進、農産加⼯品の開発検討、商
品化に向けた検討等を推進 
【構成】 
明治⼤学⿊川農場、JA セレサ川崎、

、

【構成】 
明治⼤学⿊川農場、JA セレサ川崎、
⿊川観光農業振興会、⿊川町会、 
経済労働局、建設緑政局、 
⿇⽣区役所（事務局）

⾥地⾥⼭の体験・利活⽤を通じて、
持続的な⾥地⾥⼭の保全、再⽣、
活⽤を推進 

⽀
え
る
組
織 

明治⼤学・川崎市 ⿊川地域連携協議会 

【構成】 
明治⼤学⿊川農場、JA セレサ川崎、 
⿊川緑地管理協議会、⿊川はるひ野
管理組合、⿊川⽵⾏燈の会、⿊川営
農団地管理組合、神奈川県農政事
務所、経済労働局農業振興センター、
⿇⽣区役所、建設緑政局（事務
局） 
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４．⽬標と基本⽅針 
⽬  標：地域の農業資源・環境資源・⼈的資源を活⽤した地域の活性化・地域交流の推進 
     〜持続的な⾥地⾥⼭環境の保全に向けて〜 
基本⽅針：農産物等の地産地消（農産物等研究専⾨部会） 
     農と⾥⼭体験・地域交流（地域活性化検討専⾨部会） 
     ⾥⼭の保全と活⽤（⾥地⾥⼭保全利活⽤専⾨部会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）農産物等の地産地消 

農畜産物、林産物及び加⼯品の栽培や販売などにおける課題を整理し、地域の活性
化につながる農産物等の調査・研究を⾏う。 

 
 
（２）農と⾥⼭体感・地域交流 

農や緑、環境を通じた地域の活性化や地産地消の推進につながるイベント等の実施
や必要な情報発信を⾏う。 

 
（３）⾥⼭の保全と活⽤ 

多摩丘陵の⾥地⾥⼭の地域的価値を⾒出し、⾥地⾥⼭の保全、再⽣、活⽤を⽬指す。 
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実施計画編 
 

１．実施計画の⽬的と使い⽅ 

■実施計画の⽬的 
本実施計画は、「農と環境を活かしたまちづくり 基本計画」の基本⽅針を具体化するため、今後、地

元農業者・地域住⺠・⼤学・⾏政等が連携した取り組みを持続的かつ効果的に推進するための具体的
な取り組み事項をとりまとめたものです。 

取り組み事項については、地域課題や地元のニーズ等に柔軟に対応するため、当初よりその内容を固
定することなく、実施⽅針に基づく取り組み事項を毎年定め、その実施効果を確認しながら、毎年度、取り
組みを⾒直し、充実・強化を図り、より良いまちづくりを進めていくものとしています。 

 

■実施計画の期間 
本実施計画は、基本計画の基本⽅針に基づき、毎年様々な取り組みを試⾏しながら進めていきますが、

３年程度を⽬処に毎年の成果を評価・検証を⾏い、基本計画の内容（⽬標、体制、実施⽅針等）に
ついても必要に応じて修正等を加え、更なる継続をしていくものとしています。 

 

■実施計画の構成と使い⽅ 
本実施計画は、単なる計画として終わることなく、その実施内容の結果や評価を⼀元的に確認すること

が可能なように、各取り組み事項の詳細計画とその評価をとりまとめることのできるシートを添付しています。 

実施計画 
・基本計画の実施⽅針に基づき、以下の事項を定めています。 
①実施⽅針の具体化の考え⽅ 

実施⽅針別に具体的な取り組みの⽅向性とその考え⽅についてまとめています。 
②取り組み 

次年度に実施する具体的な取り組み項⽬とその内容をまとめています。なお、取り組みについては、
実施効果を踏まえ、毎年新たに設定するものとします。 

参考年度別取り組みシート＜計画と評価＞ 
毎年の取り組みの計画と評価を⼀元的に取りまとめるシートとなっています。 
（※本書では、シートのひな形を掲載しています。） 

①専⾨部会別取り組み事項の計画の作成 
・３つの専⾨部会ごとに、当該年度において実施する取り組み事項を計画としてまとめます。 

②専⾨部会別取り組み事項の実施状況と評価の作成 
・３つの専⾨部会ごとに、当該年度において実施した状況とその効果や評価を⼀元的にまとめます。 

③次年度に向けたとりまとめ 
・各取り組み事項の評価結果等をもとに、まとめと次年度の取り組みにつなげていきます。 
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【参考】各取り組みの「計画」シートと「実施・評価シート」の記載例 
３つの専⾨部会ごとに、当該年度で実施する取り組みについて、その計画内容を左側 1 ページにとり

まとめ、その右側に実際の実施状況・評価をとりまとめ、取り組みごとに⾒開き２ページで、計画と評価
をまとめています。 
取り組み成果としてのパンフレット、チラシ、活動写真については、適宜シートを追加し、とりまとめるも

のとしています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画 

取り組み内容が簡潔に把握できるように、

取り組み概要をとりまとめた上で、前提と

なる課題や条件、目標、実施体制、具体的

な実施内容（実施予定日、実施場所、周知

方法等、内容、予算）を記載します。 

実施・評価 

実施状況の写真や実施概要の記載ととも

に、参加者や主催者の声、アンケート結果

などをとりまとめ、その評価や今後の進め

方について専門部会での検討内容を記載し

ます。 
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２．実施計画の構成 
平成 30 年度以降の実施計画の構成を以下のように定めます。 
 

 

農産物等の栽培技
術、営農環境の向上 

効率的・効果的な農産物の栽培や、地域の
特⾊ある農産物の栽培など、⿊川の農業者
の栽培技術や営農環境の向上に向けた取り
組みを実施する。 

・栽培技術の向
上に向けた取
組の検討・実
施 など 

  

⿊川の農産物の知名
度向上と PR の推進 

⿊川の農産物をより多くの⼈に知ってもらい、
親しんでもらえるよう、明治⼤学収穫祭での
イベント販売をはじめ、セレサモス、その他スー
パー等、多様な連携を推進し、PR する。 

・収穫祭等におけ
る⿊川産農産
物の PR など 

  

⿊川の魅⼒情報の 
発信 

⿊川の魅⼒である⾥⼭⾵景や、協議会や協
議会で取り組んでいるイベント等を広く発信
し、多くの⼈に⿊川地域の魅⼒を伝える。 

・⿊川⾥⼭の⾵
景の PR など 

  

農と⾥⼭を体感する
イベントによる地域

連携強化 

⿊川⾥⼭の魅⼒を体感するイベントを開催
するとともに、地域で開催される魅⼒あるイベ
ントとも連携し、⿊川地域を活性化する。 

・グリーンツーリズ
ムの実施 

・地元主催アート
イベントへの協
⼒ など   

⾥⼭の体験・利活⽤ 
⾥⼭環境とふれあう機会をつくるため、⾥⼭の
⽵材や⽊材の利活⽤や⾥⼭環境を活かした
多様な体験を提供する取り組みを実施する。 

・⽵を使ったワーク
ショップ など 

  

⾥⼭の保全管理 
持続的な⾥⼭環境の保全と担い⼿の確保に
つなげるため、地域の団体との連携による保
全管理等の取り組みを実施する。 

・⾥⼭の保全活
動体験イベント
の実施 など 

 
 
３．平成 31 年度以降の進め⽅ 

平成 30 年度に改定した「実施計画」に基づき実施していきますが、具体的な取り組みは、毎年の成果
を踏まえ、毎年設定します。また、おおむね３年程度を⽬途に、必要に応じて基本計画の内容についても
適宜修正します。 

  

実施計画 
取り組み（例） 基本⽅針 実施⽅針 

農産物等
の地産地

消 

農産物等研
究専⾨部会 

⾥⼭の保
全と活⽤ 

⾥地⾥⼭ 
保全利活⽤ 
専⾨部会 

農 と ⾥ ⼭
体感・地域
交流 

地域活性化
検討 

専⾨部会 
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４．「実施計画」平成 31 年度の取り組み⼀覧（案） 
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【参考】年度別取り組みシート＜計画と評価＞ 

１．農産物等研究専⾨部会⽤ 

 

農-〇 取り組み項⽬タイトル 
計 画 

 

概要・⽬的 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施体制、対象者等 
 
 
 

実
施
内
容 

実施予定⽇  

実施場所  

周知・ＰＲ 
 
 
 

内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予算等  

その他  
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農-〇 実施項⽬タイトル 

 

実施・評価 
 

実
施
概
要 

実施⽇時  

実施場所  

参加者数 （募集⼈数・応募者数） 

実施状況 
（写真等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催者や参加者の声 
（主な意⾒、感想） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価と今後の進め⽅
等（専⾨部会での検
討事項） 

 
 
 
 

その他 
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２．地域活性化検討専⾨部会⽤ 

地-〇 取り組み項⽬タイトル 

計 画 
 

概要・⽬的 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施体制、対象者等 
 
 
 

実
施
内
容 

実施予定⽇  

実施場所  

周知・ＰＲ 
 

 

 

内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予算等  

その他  
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地-〇 実施項⽬タイトル 

 
実施・評価 

 

実
施
概
要 

実施⽇時  

実施場所  

参加者数 （募集⼈数・応募者数） 

実施状況 
（写真等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催者や参加者の声 
（主な意⾒、感想） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価と今後の進め⽅
等（専⾨部会での検
討事項） 

 

 

 

 

その他  
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３．⾥地⾥⼭保全利活⽤専⾨部会⽤ 

⾥-〇 取り組み項⽬タイトル 

計 画 
 

概要・⽬的 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施体制、対象者等 
 
 
 

実
施
内
容 

実施予定⽇  

実施場所  

周知・ＰＲ 
 

 

 

内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予算等  

その他  
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⾥-〇 実施項⽬タイトル 

 
実施・評価 

 

実
施
概
要 

実施⽇時  

実施場所  

参加者数 （募集⼈数・応募者数） 

実施状況 
（写真等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催者や参加者の声 
（主な意⾒、感想） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価と今後の進め⽅
等（専⾨部会での検
討事項） 

 

 

 

 

その他  
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